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Cube 方位粒の形成と成長、拡大を促進する働きをすることが確認された。  
第 4 章では、A6063 アルミニウム合金押出材の優先方位形成、Cube 方位形成
の過程について評価した。Cube 方位は A6063 合金押出材内の多くの領域を占め
ることから、Cube 方位粒形成を制御することは、材料の機械的性質を制御する





間押出材の Cube 方位形成過程は、Oriented nucleation に近い過程となってい
ることが示唆された。また、押出ベアリング部で材料に発生するせん断応力と材
料表層の再結晶挙動についての知見も得ることができた。  









に近 い条 件を 実 験 に よ り再 現し 、 熱 間押 出工 程で の 集 合組 織形 成過 程 を、
SEM-EBSD を使用して評価した。この結果、熱間押出中の Cube 方位粒の形成
過程、優先方位の形成についてこれまで知られていなかった知見を得ることがで
きた。Cube 方位を主方位とする集合組織を有するアルミニウム合金は、曲げ特
性に優れるが絞り成形性が劣ることが知られている。このように Cube 方位は材
料の加工性大きな影響をおよぼす方位成分であるが、Cube 方位成分はチャンバ
ーからベアリング流入口で形成されるため、Cube 方位成分の形成状態を大きく
変えるには，ベアリング流入口でのメタルフローを非対称にするか、ベアリング
部での応力分布状態を変えることが有効である。ベアリング流入口、もしくはベ
アリング部の材料経路を ECAE 材のように材料全体にせん断応力が負荷されれ
ば、Cube 方位粒の割合を大幅に減少させることできると予想される。しかし押
出材の生産性が大幅に低下するため実用化は現時点では困難である。生産性の低
下を最低限としつつ、押出時のメタルフローを変化させ、材料に負荷されるせん
断応力の分布を変化させる方法の検討が実用化に向けた課題である。  
